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ライフラインとしての位置付けが明確に移動体通信q

解   説

第 1 章   通 信 ネ ッ ト ワ ー ク

携帯電話・PHSに代表される国内移

動体通信市場は、2000年から始まったド

コモのiモードをはじめとするマイクロブ

ラウザー内蔵型の携帯電話機が牽引車と

なって、従来の電話指向のモバイルから

インターネット指向のモバイル市場へと驚

異的な増加を続けている。さらに、2001

年1月からはJava対応の“iアプリ”など

の新サービスも加わり、各種アプリケー

ションやコンテンツのダウンロードが可能

になり、スマートフォンへと進化を続けて

いる。このような環境下で、固定系通信

サービスが低迷の一途をたどるなか、移

動体通信市場は好調な伸びを示している

（資料4-1-1参照）。また、携帯電話機の

デザイン面でも、従来は若者向けが中心

であったが、幅広い年齢層を意識し、操

作や機能を簡易化した機種も多数販売さ

れ、新しいライフラインとしての位置付

けを明確にしてきている。

ブラウザー内蔵型携帯電話機が一般的

になり、NTTドコモ、KDDI/au、J-フ

ォンがそれぞれ独自のモバイルインターネ

ットサービスを充実させ、コンテンツもよ

り豊富になった。そのため、携帯電話イ

ンターネットサービス契約者も大幅な伸

びを示し、My First Internetをモバイル

環境で経験するユーザーも増え続けてい

る（資料4-1-2参照）。これまでは電子メ

ールや簡易なウェブアクセスでのモバイル

利用が主であったが、Java対応ブラウザ

ーが搭載された機種の誕生で、オンデマ

ンドで必要なアプリケーションを容易にダ

ウンロードして利用する形態が加わった。

今後、ビジネス向けのアプリケーションの

充実が期待される。

一方、一時的に低迷したPHS市場も、

帯域保証型の64kbps伝送がビジネスモバ

イラーの根強い支持を受け、NTTドコモ
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資料4-1-1　移動電気通信事業加入数の推移

（注）NTT一般加入電話は、ISDNを含まない数値 出所　総務省資料、NTT資料を元に作成
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資料4-1-2　携帯電話インターネットサービス契約者数の推移

出所　各社資料を元に作成
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加入数・売上・利益でNTTドコモが三冠王移動体通信q

解   説

のP-in Mobile Cardに代表されるように

ノートパソコンやPDAとの組み合わせで

幅広く利用されている。

携帯電話市場をキャリア別にみると、

加入数・売り上げ・利益でNTTドコモが

三冠王の座を堅持している（資料4-1-3参

照）。言うまでもなく好調の源泉はiモー

ドであるが、次世代移動通信のW-CDMA

方式を採用したFOMAサービスの積極的

な導入姿勢なども、加入者の好感度を高

く維持している理由の1つと言えよう。さ

らに、利用者還元型の料金や、新サービ

ス、新型端末などのタイムリーな投入など

も他社に真似できない戦略だ。一方、国

内三位の座にあるJ-フォンは、世界最大の

移動体通信事業者であるVodafoneの経

営参加により同社の3G（第3世代）を目

指した世界戦略に組み込まれ、飛躍的な

成長が期待される。今後、世界市場進出

を目論むドコモと、日本市場参入を果た

して世界王者の座を維持しようとする

Vodafoneの戦略に注目したい。

PHSは携帯電話市場ほどの右肩上がり

の成長こそないが、64kbpsの安定したモ

バイルコンピューティングを提供するサー

ビスとして堅実な展開をしている（資料4-

1-4参照）。PHS事業者各社とも脱電話サ

ービスを指向し、カード型のモバイルモデ

ムによるサービスを充実させている。特に、

ドコモはモバイルマルチメディアを先取り

したM-Stageという新たなコンセプトを

PHSで実現し、動画コンテンツをどこか

らでも発信できるeggyや、音楽コンテン

ツ受信専用のPickwalkなどの端末を市場

に投入した。これらは、近々開始される

FOMAサービスにより、さらに高速広帯

域な伝送特性を活かしたモバイルコンテン

ツ配信として大いに発展が期待される。

（高川雄一郎　早稲田大学国際情報通信大学院）
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資料4-1-3　携帯電話キャリア別市場シェア

NTTドコモグループ 
31.0% 
 

DDIポケット 
53.5% 
 

アステルグループ 
15.5%

資料4-1-4　PHSキャリア別シェア

出所　社団法人電気通信事業者協会の資料を元に作成
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資料4-1-5　移動体通信市場におけるモバイルコンピューティング利用者
数予測
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資料4-1-6　モバイルコンピューティング市場規模の推移予測

出所　モバイルコンピューティング推進コンソーシアム
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